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概要

　ノ。∂oゴ∂mm虹αm、ん∂oゴ∂∂αr／o〃〃。mゴ∫およびん∂oゴ∂hybridに関する化学成分の文献調査結

果について取りまとめた。

1．はじめに

　今後人類が持続的生存を続けるためにはバイオマス資源に対する依存度の大幅上昇が必須である

ことは論を侯たない。特に樹木はバイオマス資源蓄積量の95％を占めるので、森林環境保全と地球温

暖化防止を前提とした、最先端の手法による樹木品種改良、持続的管理栽培、木質のバイオエタノー

ル・バイオエネルギーおよび材料へのカスケード型変換利用を総合的に図ることが必須となっている。

そこで、生存圏研究所においては、熱帯人工林の環境貢献と持続的生産利用を研究所の重要なミッシ

ョンのひとつに掲げ、「アカシアプロジェクト」の通称の下、研究所を挙げて取り組み始めた。主要な

熱帯造林樹種としては、ル∂Cゴ∂〃m虹mとん∂Cゴ∂m〃Cα〃允〃ゴ∫およびこれらのハイブリッド

（ん∂oノ∂mmgル〃×ノ。∂oノ∂舳ho〃方此〃ゴ∫，ノ。∂oゴ∂hybrid）が挙げられる。ノ．m刀虹〃mについて

は、1993年にKamis　Awa㎎とDavid　Taylorの編集に拠る“ん∂oゴ∂〃m虹吻Growing　and
Ut111zat1on”が出版され、生物学的特長から病害、木質材料特性や市場性まで広範に記載されている。

しかし、化学成分に関する記載はほとんど無いこと、さらに、本書の出版以降現在に至る過去10年

間にん∂oゴ∂spp．の利用は格段に進んでいる。

　平成18年度には、アカシアプロジェクトの一環として、京都大学総長裁量経費にr熱帯人工林の

環境貢献と持続的生産利用」を課題名として応募したところ、幸い採択された。そこで、この総長裁

量経費研究では、熱帯人工林の環境貢献と持続的生産利用に関する研究基盤整備を第一の目的として、

さまざまな基礎的文献調査を行うこととした。本項では、ノ、m刎8九m、ノ、∂〃ノ。〃〃允伽ノ∫および

ノ。∂oノ∂hybridに関する化学成分の文献調査結果について取りまとめる。

2．λm〃8！m、λ〃〃〃／！わ〃！8および！o∂o！∂hybridの化学成分

2．1ノ．　mθη9んm

“ん∂oゴ∂〃m厚ル㎡’をキーワードとしてSciFinder　Searchを行ったところ（平成18年12月30

日）210文献がヒットした。このうち2003年以降の文献が95報、1995～2002年の文献が92報、
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1994年以前の文献が23報であり、明らかに近年報文数が増加していることが見て取れる。これらの

文献のうち、パルプ化関係が22報、化学成分関係が14報であり、ノ、mη虹α〃がパルプ化の実用に

供せられていることを反映している。

　化学成分関係14報の内容は、一般化学成分分析に関するものが4報1－4〕、リグニン構造に関する

もの1報5）、多糖成分分析が！報6〕、抽出成分関係が8報7－14）である。抽出成分関係8報のうち、

セメント硬化阻害成分に関する総説が1報10）、タンニンの構造に関するもの2報7’呂〕、心材腐朽抵

抗性成分に関する報告が2報9’14〕見られる。これらの結果は、ノ．〃m虹αm樹皮タンニンの利用が進

んでいること、および心材腐朽が大きな問題となっていることを反映している。

212λ∂〃〆！o〃〃危κm／5とノ。∂o！∂hybrid

　一方、“ん∂o加〃rゴ。α〃允m／5’’をキーワードとした場合210文献がヒットした（平成18年12

月30日）。このうち1999年以降の文献が99報、1998年以前の文献が62報であり、ノ、m舳虹αmと
同様近年報文数が増力口しているようである。これらの文献のうち、パルプ化関係が7報ユ5－21）、化学

成分関係が31報22－52）である。

　化学成分関係31報の内容は、一般化学成分分析に関するものが7報11一28〕、タンニン・ポリフェ

ノール・フラボノイド関するもの4報！9－32〕、生理活性成分関係3報33－35）、糖分析が5報36－40）、ト

リテルペン・サポニン関係が11報41－51）、トリグリセライト関係1報4ユー52）である。サポニン関連の

文献が比較的多いのが特徴的である。

　“ん∂oノ∂hybrid”をキーワードとした場合6文献がヒットした（平成18年12月30日）。こ

のうち化学成分関係といえるのは、パルプ化に関するもの1報53〕であった。

2．3まとめ

　ノ．m刀8ルm、ノ、〃rゴ。α〃允〃ノ5およびル∂oゴ∂hybridの化学成分については、総合的な成分分析

はいまだなされていない。今後これらの樹種の利用を一層進めるなら、成分表を確立しておくことが

必要であろう。特に化学成分がかかわるさまざまな形質、例えば心材腐朽抵抗性、の原因遺伝子を単

離するためには、まず網羅的成分分析が必要となろう。
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